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早稲田大学社会科学総合学術院長　多　賀　秀　敏
　私的なお話から筆を起こすのをお寛しいただきたい。つい最近、本学出身のジャ
ーナリスト・評論家・TV司会者として著名な T氏が情報提供者・進行役となる
TV番組を視るつもりもなく視聴した。早大、慶大、明大、東大などから、現役の
3年生を集めて、T氏が彼らにポンポンと質問を浴びせながら、進めていく番組で
あった。ふんだんに、写真、フィルム、年表、地図、一次資料の写しなどを駆使し
て、T氏は、歯切れよく断定的に話していく。話題は、近衛文麿と東条英機。日本
がいかにして、太平洋戦争に突入していったか、その軌跡を追った。感心したの
は、立体的な資料の使い方。大学の講義でこそこのように自由自在に資料を示しな
がら話したい。驚いたのは、学生の知識のなさ。愚妻曰く「こんな話、ぜーーーん
ぶ高校の社会の時に先生が話してくれたわよね。なぜ Tさんがこんなことしなきゃ
いけないのかしら。彼ほどの人なら今もっと他にやることがおありでしょうに」。
ふたりとも高校を卒業して 40数年になるが、確かに彼女の言うとおりだと思った。
してみると、自分の高校時代の経験から、私が一定の知識を前提として講義で話し
ているようなことは、受講生にとっては、知らないことばかり！？と思い至るとぞ
っとした。
　さらに愚妻曰く「やっぱり、Aといわれたら B、Cといわれたら Dと答えるよう
に、小さいころから訓練されて、それに適した子どもしか大学に入ってこないんじ
ゃないの」。「いやいや、入試問題は、その学部がどのような学生を欲しているかの
メッセージを与える大学教育の第 1歩というつもりで作っているよ。でもそれを大
きな声で言うと『私たちは、作問のプロではない』と総スカンを食らうけど」。
　学術院長として 4年目になるが、「今、社会が求める人材を育成」という決まり
2文句を、ほとんど使ったことがない。「人材よりも人物を」と他と差異化を図るこ
とにしている。人材とは、もてる専門知識やスキルが信頼できる人、人物とは、ト
ータルにその人格・見識・知識が信頼できる人、平たく言えば、信頼できる人間
と、勝手に定義している。社会科学部は、人物を磨き上げる自己陶冶の場で、その
上に自ら選択した専門知識あるいは学際知を修得すると宣伝してきた。
　かつて家族同様にお世話をしたタイ人の留学生が、2011年 2月に 54歳の若さで
タイの母校の学長に就任した。彼が、最近、世界中の学生の間で広まっているジョ
ークだといって、風刺画付きで、以下のような文を送ってくれた。If a single 
teacher can’t teach us all the subjects. Then..　How could you expect a single student 
to learn all the subjects??　学際知とジェネラリストの養成をモットーとする社会科
学部のあなたならどう答えますか？ The students do not want to follow the same 
carrier that the teachers had.
　この論文集全体の初校を読ませてもらって、とやかく案ずるのをやめた。今や、
抜群の構想力・先見性と運動神経で上昇気流を見事にとらえた社会科学部の学生に
とって、無用な憂懼であることを実感したからである。
　最後になるが、本号の査読・助言にあたってくださった先生方に心からの御礼
と、またその期待に応えた執筆者の学生諸賢に惜しみない称賛を呈したい。前号に
続いて編集の労をお取りくださった赤尾先生には、この場をお借りして、深甚なる
謝意を記したい。
